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【はじめに】瀬戸内地域における PM2.5年平均濃度は国内大都市圏並みに高い。2012–2016 年度の PM2.5成分

組成を比較すると、瀬戸内地域では山陰地方や四国地方太平洋側と比較して SO4
2-や NO3

-、バナジウム濃度が

相対的に高く、前駆体ガスの二次生成や船舶などの重油燃焼が PM2.5高濃度化に寄与していると推察された。

そこで、瀬戸内地域とその周辺地域で前駆体等ガス濃度を調査して PM2.5高濃度化要因の解析を行った。 

【方法】PM2.5 成分分析期間(2018/5/9–23)に大阪市(大阪)、神戸市(神
戸)、徳島県徳島市、岡山県早島町、愛媛県新居浜市(新居浜)、広島市、
北九州市立大学(北九州)において(図１)、5 段フィルターパック法で

粒子態（PM2.5、粗大粒子）のイオン成分と前駆体等ガス成分を測定し

た。解析には周辺一般環境大気測定局のモニタリングデータと各種

予測モデル、データ可視化ツール(見え見えくん)を使用した。 

【結果と考察】5/15 に九州地方で PM2.5濃度がやや上昇し、

PM2.5高濃度地域は徐々に東へと移っていった。5/17 には瀬
戸内地域や大阪湾岸の多くの地点で PM2.5 日平均濃度が 35 
g/m3を超過し(図１)、翌 5/18 の降雨によって PM2.5濃度は

低下した。VENUS や CFORS では、中国都市部由来の大気
汚染物質が 5/15 に九州地方に到達し、その後安定な高気圧
下で汚染気塊が日本上空に滞留していたと予測された。 

5/13–19 の PM2.5とそのイオン成分濃度およびガス成分濃

度を図 2 に示す。PM2.5高濃度時は SO4
2-と NH4

+が主要成分

であった。特に PM2.5濃度が高かった新居浜では、NO3
-(0.44–

4.0 g/m3)と HNO3 ガス濃度(0.40–7.0 g/m3)が他地点よりも
高く、地域由来NOXからの二次生成量が多いと考えられた。

また、新居浜の NH3濃度は月曜日の 5/14に最大値(13 g/m3)
を示して徐々に減少し、NOXや SO2から二次生成した酸性

物質の中和によって消費されたと推察された。 
新居浜の SO2濃度は、5/15 と 5/17 に極大値を持つ二山型 

濃度変動を示し、他地点よりも高濃度(5/15–18:12–18 g/m3)
であった。5/15 には北九州でも SO2濃度が上昇したことか

ら、越境汚染由来の SO2 の寄与があったと予想された。一

方、5/17 12 時の新居浜を起点とした HYSPLIT による後方
流跡線解析では、九州南部から豊後水道上空を通過した気 
塊が新居浜に到達していた。そのため、滞留していた越境汚染由来の SO2 が南側から移流してきたことも考

えられるが、晴天下での SO2 の大気中寿命を考慮するとその寄与は顕著ではないと考えられた。そのため、

船舶や工業地帯での重油燃焼や、当時活発に活動していた桜島の火山ガスが 5/17 の SO2高濃度化に寄与した

と推測された。5/15 と 5/17の新居浜での SO2濃度と日中(11–17 時)の O3濃度は同程度であったが、PM2.5濃度

は 5/17 の方が 1.8 倍高かった。すなわち、非海塩性 SO4
2-の粒子化率は 5/15(27%)よりも 5/17 (48%)の方が高

く、日中の相対湿度が高かった 5/17(5/15: 48%, 5/17: 60%)に粒子化が促進された可能性がある。 
【まとめ】5/17 の瀬戸内地域における PM2.5高濃度現象は、越境汚染に加えて地域由来の前駆体ガスが酸化・

滞留しやすい気象条件(大気安定化、高 O3濃度、高湿度)によって発生したと考えられた。瀬戸内高濃度地点
では豊富な前駆体ガス(SO2、NH3)が観測されたため、それらの発生源を詳細に調査する必要がある。 
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図 2 2018/5/13–19 の PM2.5の質量濃度とイオン
成分濃度（左）およびガス成分濃度（右） 
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図 1 2018/5/17 の PM2.5日平均濃度と観測地点 
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